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災害時の代替輸送を担う新造船が８月就航 

～センコーグループとＪＲ貨物が共同船の進水式を開催～ 
 

 センコーグループホールディングス株式会社（本社：東京都江東区、社長：福田 泰久、以下「センコーＧＨＤ」）

と日本貨物鉄道株式会社（本社：東京都渋谷区、社長：犬飼 新、以下「ＪＲ貨物」）は、６月５日に新造船

「扇望丸」（以下「本船」）の進水式を行いました。本船は、災害発生時に鉄道網が寸断された場合、ＪＲ貨物

のコンテナを代行輸送するために建造されたもので、８月にも就航予定です。 

 
６月５日に行った進水式 

昨今、自然災害発生の頻度が高まり、災害時に道路や線路が寸断された場合の代替輸送手段が必要とされて

います。そのため、本船は通常はセンコーＧＨＤが顧客の原料・資材輸送専用船として運航しますが、災害発生等に

より貨物鉄道ネットワークが寸断された場合には、ＪＲ貨物が実施する災害代行輸送に本船を使用して、ＪＲ貨物の

コンテナ（12ft）を最大 80 個積載し、迅速な船舶代行を行います。 

 

センコーＧＨＤは、本船の就航を機に、既存顧客との取引拡大につなげるだけでなく、さらに災害発生時の代替輸

送にも迅速に対応できる体制を確立し、鉄道輸送サービスの安定化に貢献します。ＪＲ貨物は、災害等輸送障害

時の対応力を強化することで、安全・安心な物流サービスを実現します。  
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＜本船の概要＞ 

１．船種 貨物船（バラ貨物・コンテナ） 

２．船体寸法 ・全長 約 ７６．３２ｍ 

・全幅 約 １２．５０ｍ 

・深さ  約  ７．００ｍ 

３．総トン数 ４９９トン 

４．積荷積載量 １，６００トン 

５．満載航海速力 約 １２．２ノット 

６．航行区域 沿海（非国際） 

 

＜関連リンク＞ 

・プレスリリース「災害時の代行輸送力強化に向けた内航船の共同発注について」（2023/4/12） 

https://www.senkogrouphd.co.jp/about/news/assets/20230412_1.pdf 
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